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は じめに

平成 14年 度にスター トした、Dementia Care Mapping(痴果ケアマ ッピング)

法の導入事業 も 3年 が経 とうとしている。思えば、初めて DCM基 礎 コースを

英国ブラッ ドフォー ド市の Heaton Mount研 修所で受講 したのは、平成 14

(2002)年 11月 のことであった。もうずいぶん長い間、この事業に関わつてき

たような感 じがするが、考えてみればまだ 2年 半 しかたつていないことに驚 く。

おそ らく、何 とか早 く日本に導入 しようと猛スピー ドで突っ走 り、何年か分の

仕事を短期間の うちに凝縮 して行つてきたために、そのような錯覚を覚えたの

だろ う。

英国で初めて、DCM基 礎研修を受講 した際、DCM法 が、パー ソン ・センタ

ー ド・ケアの理念を学び、実践する上で、非常に役に立つツールであることを

理解 し、ぜひ とも日本に導入 したい と思つた。そ して、導入するための道の り

は困難であろ うが、それだけの苦労をす る価値のある仕事であると考えたので

ある。そ して、いまや盟友 とも言える Dawn Brooker教 授 と会い、 日本への導

入の意義、計画を話 し合ったことが、昨 日のことのように思い出される。その

時、私の提案 した計画案は、初年度は、パー ノン ・センター ド・ケアの理念を

正 しく知ってもらうために、
一般介護者を対象 とした、講演会を開催 し、合わ

せて、DCM法 に関心をもつてもらうために、認知症 (痴呆)介 護指導者たちと

のワークショップを行 うこと、2年 めは、基礎 コースを日本で開催すること、3

年 目は、 日本人の手で基礎 コースを開催することであつた。「パー ノン ・センタ

ー ド・ケアとDCM法 」の認定 トレーナー (講師)に なるためには、DCM基 礎

資格、上級資格、評価者資格を取得 した後、認定 トレーナーの下で、4回 の トレ

ーナー研修 を行わなければならない。パー ソン ・センター ド・ケアの理念を教

育することのできる資格を与えるに当たつて、彼 らは、それほどまでの忍耐 と

訓練 とを要求 しているのである。従つてそこまでの難関をクリア して認定 トレ

ーナー資格を取得する人は世界的にも少なく、例えば、すでに 400名 近い基礎

資格者を輩出 しているオース トラリアに しても認定 トレーナーはわずかに 2名

に過ぎない。残念ながら、平成 16年 度までに 日本人の認定 トレーナーを誕生 さ

せ ることはかなわなかったが、後一歩のところまできている。他国で、国費を 5

年間ほど投入 し、導入を進めるのが一
般的であることを考慮すれば、実質 2年

半で、ここまで到達 したことは画期的であると言えよう。

また、 日本で教育を受け、DCM基 礎資格を取得 した 58名 も着実に、認知症

(痴呆)ケ ア現場での質の向上に向けた取 り組みを始めている。その一端は、

報告書に盛 り込んだ。今や、 リーダーである私や、公式パー トナーである認知

症介護研究 。研修大府センターが リー ドしていくとい うより、大府の地より飛

び立った資格者全員が、 日本の認知症 (痴呆)ケ アの質を高めるとい う自党 と



覚悟が必要である。幸い、自主的な交流会 ・勉強会 ・研究会ができ、相互交流

も活発になつている。

今まで、私は、なによりも、理念や考え方を正確に伝えることに重きを置いて

きた。 したがつて、研修に用いられるマニュアル (テキス ト)、講義で使用する

スライ ド、グループワークで使用する配布物などが何を意図 して作 られたもの

か、そこで何を学んで欲 しいのか、その意味を翻訳者である私 自身が、正確に

理解するために、英国の Dawn Brooker教 授,Claire Surr氏と頻繁に連絡を取

つて納得するまで議論を重ねてきた。 この作業は、まだ続いている。 これから

も、パー ノン ・センター ド・ケアの理念を正確に理解 していただくための研修

と資格取得者のフォローに尽力 していきたい。

なお、今年度は、センターの常勤を離れての活動 となつた。不安は多 く、苦労

も多かったが、当初の計画通 り実行できたことに安堵 している。 しか し、この

事業は、私一人で遂行できたわけではなく、多 くの方たちの協力な しではでき

なかった。特に、リフレッシュセ ミナー開催に際 し、全面的に協力 して頂いた、

京都の加瀬文子 さん、事業全般で私を支えて下さつた、藤本事務部長、天草 (カロ

藤)さ ん、二瓶 さん、日比野 さん、中川経子 さんにこの場を借 りて感謝 したい。

平成 17年 3月

認知症介護研究 ・研修大府センター

客員研究員 水 野 裕
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